
明けましておめでとうございます。なんじゃもんじゃ地域版の読者の
皆様には、よいお正月をお迎えのことと思います。
近頃の世界情勢の混迷に加え、日本においても毎年人命に関わる
大きな災害が相次ぎ、不安材料が絶えません。一昨年は熊本地震、昨
年も九州北部豪雨では多くの犠牲者が出ました。被災された方々は、
いまだ仮設住宅での暮らしを強いられています。復興までの道のりは
遠そうですが、一日も早い復興をお祈りします。
対馬へ目を向けると、韓国からの旅行客は年間３０万人を超えた模様で、現に比田勝の
町中を歩いているのは韓国人だけのような印象です。いつまで現状が続くか不明ですが、対
馬の将来を考えるとさらなる交流も必要かもしれません。
上対馬では昨年末、念願の佐護～佐須奈間トンネルが開通しました。比田勝～厳原の国

道で残った難所のひとつでした。今後は上対馬病院への受診や通勤が非常に楽になります。
救急搬送でもストレスは減り、時間的には３分程の短縮になりそうです。
上対馬病院では現在、スプリンクラーの設置工事を行っています。火災はあってはならな
いことですが、万一火災が起こった時は延焼を防ぎ、安全な避難に必要不可欠なものです。
工事中はご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
また、今年は新規医療機器として骨密度測定装置を導入予定です。増加している骨粗鬆症
の治療に役立ってくれると考えています。
新しいホテルや特別養護老人ホームの開業がありましたが、就労者の不足が大きな問題

になっています。地域の超高齢化で労働力不足が深刻化しているのです。今後はすべての職
種での人材の育成や確保が大きな問題になっていくと懸念しています。進学などでの若者の
一時的な島外流出は仕方ないとしても、卒業後は対馬で就職できるような環境作りも必要だ
と感じます。上対馬病院でも看護師、理学療法士、一般事務員、警備員などを募集しています
が、なかなか応募がなく雇用に苦慮しているところです。人材の確保にもご協力の程よろしく
お願い申し上げます。
本年も上対馬病院をどうぞよろしくお願い申し上げます。今年が、なんじゃもんじゃ地域版

の読者の皆様にとりまして、少しでも良いことがある年でありますよう、祈念申し上げます。

上対馬病院　院長　立花　一憲



（注）専門科診療は、
空路欠航時に中止
になる場合や、医師
変更がある場合もあ
りますのでお電話等
でお確かめの上、ご
来院下さい。


